が 男性に 圧制され て、 従属 的 地位に 立たねば ならな 

かった こと は、 やむ をえなかった 歴史的 事実 だと もい 

われる でしよう。 しかし これが ために 女子 は その 人格 

の 発展 を 非常に 鈍らせ、 かつ 一 方に 偏せ しめてし まい 

ました。 それ は 蜂の 女王が 生殖 機関た る ことに 偏した 

きけい たと 

結果、 それ 以外に は 畸形 的 無能力者 となった のに 喩え 

て も 好い ような 状態に 堕落して しまいました。 『時事 

新報』 の 一 記者が 近頃 その 「財界 夜話」 の 中で 引用 さ 

れた リバ アブ ウル 大学 副 総長の 言葉の 如く 「国家が 人 

民の 半分 だけ を (即ち 男子 だけ を) 社会的、 経済的、 

並びに 公共 的の 業務に 就かせて いる 限り、 強 かるべき 



はずの 者 (即ち 女子) も 弱く、 富むべき はずの 者 (即 

ち 女子) も 貧しい の だ」 という 状態に なった こと は、 

女子ば かりの 不幸で なく、 引いて 人類 全体の 不幸で 

あつたの です。 

今 は 世界の 女子が 前後して 自覚 時代に 入りました。 

今日に いう 所の 改造 は 全人 類の 改造 を 意味し、 これに 

女子の 改造の 含まれて いる こと は 言う まで も ありませ 

ん。 唯 だ 問題 は 如何に 改造 すれば 好い かとい う 点から 

始まります。 

この 点に ついて、 私 は 初めに 「自我 発展 主義」 を以 



的に 暈 影 を 作る でしよう。 数年 前に 亡くなった 友人の 

ぞく リ ゆう とう つう 

H 氏 は、 粟粒 結核菌が 大脳 を 冒して 残酷な 疼痛 を 起 

した 時、 看護して いた 奥さんが お子さんの 事に ついて 

何 か 相談され ると、 氏 は 悲痛な 声 を 出して 「今 は 子供 

のこと なんか 考えて いられない。 そんな 場合で ない。 

自分の 苦痛で 俺 は 一ば いだ。 子供に は 健康が ある」 と 

いわれました。 そうして H 氏 は 二週間 も その 苦痛 を 続 

ま つ 

けた 後に 歿せられ たのです が、 病院へ 見舞に 行き 合せ 

て 氏の その 悲痛な 言葉 を 聞いた 良人と 私と は、 一 つの 

厳粛な 人間的 教訓 を H 氏から 受けた という こ と を 感じ 

ました。 人生 はこうい う 突き詰めた 所 ま で 考えねば 真 



剣で あると はい われない かと 思います。 親と して 最愛 

の 子供 を 思 つ て いられない ほどせ っぱ 詰って 目前の 小 

さな 自己 を 抱かねば ならない 場合 も あるので す。 人情 

の 真実に 徹しない 人た ち は、 この H 氏の 場合 を 見て 「子 

の 愛の 浅い 親よ」 というでしょう。 私 は それに 与み す 

る ことが 出来ません。 

H 氏の 例 は 極端な ようです が、 人間 は 平生 誰れ でも 

これと 類似した 生活 をして いるので す。 飢えた 者 は 何 

よりも 先ず 食物 を 求めて、 その他の こと を 後 廻し にし 

ます。 儒教で は 父母の ある 間 は 遠方へ 旅行 しないと い 

うこと を 道徳と しています。 それ だからといって、 人 



学 等より、 言語、 道徳、 法律、 習慣、 風俗 等の 内容に 

及ぶ。 他 は 外界の 事務に して、 しかも 人間の 努力 を 加 

えられる がた めに 価値 を 有する に 至れる もの、 いわ ゆ 

る 経済的 財 は 殆ど 皆 これに 属する。 なおこの 外に 第三 

の 種類と して 社会 組織 を挙 ぐべき かと も 思う」 とい わ 

れる ものが それです。 そうして これらの 文化 内容 を 創 

造し 増加す る ことに 由って、 リップスの いわゆる 「絶 

対 的な 道徳的、 社会的、 全人 類 的 有機体 即ち 世界 国の 

完成」 に 資する ことが 即ち 文化 価値で あり、 この 文化 

価値 を 実現す る 過程 を 文化 生活と いい、 人間の 思想と 

きすう 

行為との 一 切 帰趨 を 文化 価 B に 置く こと を 文化 主義と 



ばなら ない。 精神的 能力の 優秀な 女性 は、 その 能力の 

低級な 男子よりも、 この 教育 を受 くべき 一 層 多くの 道 

徳的 権利 を 持って いる。 人間の 精神的 能力が 開発され 

なければ ならな いのは、 それが 男 や 女に 属する からで 

なくて、 それが (即ち 精神的 能力が) 存在す るからで 

ある。 自己の 内面から 出て 開発され る こと を 望んで い 

る 事柄で あるから である ご 

また 女子の 参政権 問題に ついて 言いました。 「婦人 

の 政治的 権利 を 承認す る は、 両性の 差別 を 無視す る も 

のでなくて、 いやしくも 婦人 もまた 男子と 共に 人間で 

あり、 人類の 一 員で ある こと を 認める 限り、 むしろ 両 



最後に 私 は 「汎 労働 主義」 を 以て 改造の 基礎 条件の 

第五と する 者です。 これにつ いても 私 は、 最近に 公に 

した 種々 の 感想文に おいて かなり 多く 述べて います か 

ら、 茲には 只 だ その 補充と し て 少しば か り 書 い て 置き 

ま ^9 

私 は 労働階級の 家に 生れて、 初等教育 を 受けつつ 

あった 年頃から、 家業 を 助けて あらゆる 労働に 服した 

ために 「人間 は 働くべき もの だ」 という ことが、 私に 

おいて は 早くから 確定の 真理に なって いました。 私 は 

自分の 家の 雇人の 中に 多くの 勤勉な 人間 を 見ました。 

また 私の 生れた 巿 街の 場末に は 農 人の 町が あって、 私 



働 道徳の 実行者と なること を 望み、 現在の ように 不労 

所得に 由って 衣食す る 階級と、 労働の 報酬に 由って 衣 

食す る 階級との 対抗 をな くして、 労働者ば かりの 社会 

となる こと を 要求して いるので す。 (私の 近著 『心頭 

雑草』 と 昨冬の 『中外 新 論』 に 掲載した 私の 「資本と 

労働」 の 一 文と を 参照して 下さい。) 

最近に 出た 米 田 庄太郎 先生の いくつかの 論文 を 読む 

と、 今日は 「労働」 と 「労働者」 との 概念が 大に 拡張 

されて 「手に 由り て 働く 生産者」 の 外に 「脳髄に 由つ 

て 働く 生産者」 を も 労働者と 呼ぶ 時代と なりつつ ある 

という 事 を 教えられます。 その上 また 三月 号の 『中外』 



子の 迷信 的 感傷的 感情から、 女子が 職業に 就く こと を 

悲惨の 行為で あると いう 論者が あります。 しかし 最も 

古代からの 労働 的 精神と 労働 その物と を 神妙に 維持し 

ている 農民 階級の 女子 を 初め、 屋内 工業に 従事して い 

る 近代の 女子が、 今日 も その 母性に 属する 労働と 共に 

経済的 労働 を 並行 させた 立派な 成績 を 示して いるの を 

見れば、 第一 の 反対 説 は 消滅すべき 運命 を 持って いま 

平 塚ら いてう 〔# 「らいてう」 は ママ r 山 田 わか 両女 

史は その 御自身の 経験 を 基礎と して、 第一 の 反対 説 を 

唱える 人た ちです が、 両 女史が 母体の 経済的 独立が 不 



従って、 その 力に 及ぶ 限りの 利と 善と を (即ち 文化 価 

値 を) この 世界に 造り 出さなければ ならぬ という 規則 

である。 この 外に 婦人の 職業 を 決定すべき 特殊なる 規 

則の 必要 はない」 といい ました。 女子に も 一切の 職業 

を 解放して、 女子 自身の 実力に 応じた 選択に 任せた な 

ら、 そうして 今日の 女子 を 奮起させる 必要 上、 特に 職 

業 上の 自由競争 を 奨励す るなら、 山川 菊栄 女史の いわ 

れ たように、 日本の 婦人 界も 一人 や 二人の 婦人 理学 士 

を 珍重が るよう なみす ぼらし い 状態に は 停滞して いな 

いでしょう。 

リップスが 「人 は 出たら めに 婦人の 能力 を 否定せ ず 



に、 確実なる 経験に これ を 決定させる 必要が ある。 そ 

のために は、 女性に その 力 を 試め し、 その 力 を 発展す 

べき 機会と 権利と を 与えなければ ならない。 これ を 開 

展 させずに^ 縮 させて 置く 限り、 女性に 如何なる 力が 

なんぴと 

潜んで いるか、 何人も 知る ことが 出来ない。 …… 同時 

に 人 はこの 問題に ついて、 単に 女性と いう 一般概念 を 

以て 議論 を 進める こと を 避けねば ならない。 女性 もま 

たいろい ろで ある、 一人の 女性の 天性に 適しない こと 

で、 他の 女性の 天性に 適する こと もまた 有り得る ので 

ある」 といった 真理に、 日本の 男子 も 女子 も 深い 反省 

を 取られる こと を 私 は 熱望し ます。 



意味から いえば 徹底 個人主義 であり、 人格主義 であり、 

これに 由って 一 切の 人格が 偏頗な く、 依怙な く、 平等 

に、 円満に、 その 生 を 享楽し 得る 意味から いえば 人道 

主義で あり、 十二分に 現在の 人間性と 社会 事情と を考 

慮しながら、 未来の 飛躍の 可能 を 信じつつ 合理的の 改 

造 を 志す 意味から いえば 新 理想主義 であり、 新 浪漫主 

義 であると 思います。 二 九 一九 年 三月 七日) 

(『改造』 一 九 一 九 年 四月) 



底本 ： 「与 謝 野 晶子 評論 集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1985 (昭和^) 年 8 月 化 日 初版 発行 

1994 (平成 6 年) 年 6 月 6 日^ 刷 発行 

底本の 親 本： 「激動の 中 を 行く」 ァ ルス 

1919 (大正 8) 年 8 月 初版 発行 

人力 .. Nars olitie 

校正 ： 門 田裕志 

2 002年5月^;日阼成 

2 003 年 5 月 日 修ノ王 

青空 文庫 ファイル " 

この ファイル は インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jpl) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



